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　冬のある日、ピグミーヤギのぴっくーが突然寝たきり状態になって入院

してきました。 ぴっくーといえば、りっぱな角が自慢の元気な爺さんヤギ

ですが、それが今や弱々しくオムツをつけて要介護状態に。 治療への反応

も思わしくなく腹水まで貯まり出し、 「いつ逝ってもおかしくない」と重々

しく宣告したのでした。

　唯一の救いは食欲があったこと。 担当者には 「もう長くないと思うから、 

好きな食べ物をほしがるだけあげて」と伝えたところ、ぴっくーは立てない好きな食べ物をほしがるだけあげて」と伝えたところ、ぴっくーは立てない

ながらも首を伸ばし、目を輝かせてぶどうなどの大好物を楽しんでいました。 

「明日は何がもらえるんだろう！」という希望が、日々の命を何とかつない

でいるようでした。

　気が付くと宣告をしてから１か月が経過…。 なんと、 少し立てるようになり、やがてずっと立っている　気が付くと宣告をしてから１か月が経過…。 なんと、 少し立てるようになり、やがてずっと立っている

ようになり、２ヶ月が経過した頃には、 好物を要求してヒィーヒィーやかましく鳴き続け、 扉に頭突きま

でする始末！しかし検査をすると、 結果は極度の貧血。 これはおかしい！――と思ったら、ヤギの赤血球

は特殊な大きさなので、 通常の機械では全くカウントできない、ということが判明（汗）。 よくよく調べ

てみると、 今はそこまで悪い状態ではありませんでした。 よくわからないけれど死の淵からよみがえり、

めでたく退院したぴっくー。 ・・・食欲は、 何にも勝るクスリかな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                             　獣医師Ｍ.Ｓ
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